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 2024年 1 月 22日 記 

団体名    小沢城址里山の会 
活動年数  ２3 年 

 
ﾒﾝﾊﾞｰ数  ４0 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所  川崎市小沢城址特別緑地保全地区 

活動日 

 

 

 

  

 

定例作業日；毎月第２土曜日、第４日曜日 10～12 時    

 

 

 

 

活動を始めた背景 

 ２００１年、川崎市里山ボランティア講座及び活動計画ワークショップを経て 

 小沢城址の里山を愛する仲間たちが集い設立した。 

活動内容；令和 5 年度はナラ枯れで攪乱された里山の再生を意識した活動実施 

１、活動の活性化と安全作業 

  ・チェーンソー、刈払機等の安全管理講習会に若手会員参加 

（かながわトラストみどり財団主催）    

  ・安全な省力化機材、用具の採用（長尺高枝ノコ追加購入） 

  ・発生廃材活用など、畑作業で手づくりの楽しみを共有 

  ・里山講座 第３回；自然のしくみと里山  

２、景観改善と里山再生 

  ・遊歩道周辺の常緑樹枝伸長に伴う見透視悪化を枝打ちで景観改善   

・落葉広葉樹の種蒔きで苗木育成と実生広葉樹の移植で成長を期待 

３、地域との連携活動  

  ・地元こども会と共催芋掘り会（今年度は芋の出来柄は良好） 

  ・菅ふるさと祭り４年ぶり参加（新会員入会あり） 

 

 

 

 

 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

１、ナラ枯れは県の２１世紀の森でも、カシ類を含め甚大な被害が見られた。               

２、里帰りで植えたヤマユリは、３本が花をつけた。今後も確実に根付いて 

大玉への成長を期待する。  

課題 

樹木の老齢化や自然災害による攪乱への林地再生は稚樹成長促進対策や応急  

植栽が引き続き求められる。また、京都地域の桜の名所では、外来種のクビアカツ

ヤカミキリによる被害の拡大が報道された。神奈川県でもナラ枯と同様、今後の被

害が心配される。 

参加上 

 の 

案内 

活動詳細；【公式】「小沢城址里山の会」ＨＰをご覧ください。 

年間活動実施予定表は現地里山頂上の広場に掲示しています。 

■ 会員募集中  ■ 体験参加者募集中（道具なし受入可） ■ 寄付金の受付中 

      (年会費 1000 円、入会金なし) 

代表者 

連絡先 

名前 島岡 功        

電話 090-9828-3795  E‐mail  rtb62167@nifty.com 

 
今年の出来ばえは 

どうでしょうか？ 

 ほぼ及第点かな？ 
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2024年 1月 

名称 川崎市黒川青少年野外活動センター スタッフ 5 名 

 

 

活 

動 

紹 

介 

 

当センターのイベントや体験プログラムの 

詳細についてはホームページをご覧ください。 

 

今年度の本ページでは＜スローライフクラブ＞と＜里山メンマづくり教室＞を紹介します。 

 

＜スローライフクラブ＞ 

 黒川で 1 年を通して実施している里山風の手仕事を一緒に楽しむプログラムです。 

春には「メンマづくり」夏は「夏みかん酵素 

シロップ&ジャムづくり」秋は「柿酢と干し 

柿づくり」を収穫から行いました。2023 年、 

タケノコは不作でしたが、夏みかんと柿は枝が 

垂れ下がるほどによく実がなり、 

手仕事を楽しんでいただきました。 

 

＜里山メンマづくり教室＞ 

●活動を始めた背景 

竹は春になると地下茎を延ばして、タケノコを生やし、増えていきます。 

散策路やフェンス沿い、竹林内であっても、密集した場所にタケノコが生えてしまった場合は、

環境整備や元気な竹林保存のためにも取り除かねばなりません。 

そこで、単なる取り除き対象としてではない環境整備の方法として、タケノコにひと手間加え「メ

ンマ」にし、皆さんに食べてもらうことを環境整備のひとつとする『メンマプロジェクト』を

2022 年に立ち上げました。 

●活動内容 

2023 年４月、地域のみなさんとともに里山メンマづくりに挑戦しました。 

大きく成長しすぎたタケノコをスコップで収穫、皮をむき、大鍋で茹

でて塩漬けにするまでを行いました。参加者のみなさんには塩漬けタ

ケノコを持ち帰ってもらい、発酵が進んだ頃、梅雨明けに天日でよく

干し乾燥させ、各々で里山メンマを完成させてもらいました。 

この活動ではセンター敷地内だけではなく、 

黒川駅前の飲食店「ターナーダイナー」さん 

にもご協力いただき、地域ぐるみでの活動と 

なりました。 

 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

 地域のみなさんと共に里山メンマづくり教室を行うことで、里山の環境整備の重要性を知

ってもらい、タケノコを利活用できるメンマ作りを楽しんでもらいました。 

課題 

＜里山メンマづくり教室＞ 

 その年によって収穫量が異なるため、募集人数が直前まで決めづらい。 

＜スローライフクラブ＞ 

 植物の実り具合など自然の都合に合わせてご案内するため、参加募集期間が短い 

参加上 

 の 

案内 

■ スローライフクラブ参加者募集中 

 ご興味のある方はホームページよりご登録ください。 

代表者 
名前 野口 透         住所 〒215‐0035 麻生区黒川 313-9 

電話  986-2511 FAX 986-2522 E‐mail  kurokawa@nots.gr.jp 

連絡先 同上 

ホームページは 

こちら 

大きくのびたタケノコの収穫 

干し柿 
夏みかん酵素シロップ&ジャム 

メンマ 
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 2024年 1月 31日 記 

団体名 はるひ野里山学校 
活動年数 19 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 32 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 黒川谷ツ公園(川崎市麻生区はるひ野５丁目９) 小田急多摩線はるひ野駅北口すぐ 

活動日 月 3～4 回（9:30～15:00) 

活動を始めた背景 

 「はるひ野、黒川地区の里山環境を保全し次代へ継承したい。」という思いで活動を始めて 

から 19 年になりました。主に次の活動を行っています。 

①川崎市麻生区にある黒川谷ツ公園の保全活動・動植物の調査、観察、記録及び紹介 

②自然環境に関する相互学習 

➂社会貢献への取り組み：イベント開催、外部機関(県立博物館等）講座や地域小学校へのサポート 
 

【年間計画】 
・定例活動（湿地・田んぼ・水路の保全、間伐・枝打ち・笹刈り等の林床管理、公園内の草刈りと

外来植物駆除、園内点検やゴミ拾い等の管理、アメリカザリガニ駆除、希少種の保全）・・・通年 

・はるひ野小学校総合学習サポート（年数回）  ・モニタリング調査や希少種の調査（年数回）  

・定点撮影（毎月 1 回） ・観察会（春） ・ホームページや蓄積データの管理  ・活動報告会 

・神奈川県立 生命の星・地球博物館主催講座のサポート（2024 年 10 月予定）  

 

 

 
 
 
 
 
     ヨシの根切り作業         小学生学習サポート      行政との共催「ツツジ剪定講習会」  

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

 

・組織制度に縛られない自由参加型の賛助会員制度を創設 

・4/23 春のイベント「里山散策デー」開催 

・6/18 行政と共催で「ツツジ剪定講習会」を実施 

・11/12 田んぼの泥上げと湿地の回復作業を実施：泥上げ作業は我々の保全活動上初の試みで、

当団体アドバイザーの指導協力のもと長年の堆積泥を除去しました。これにより、水質改善及び 

水生生物の生息環境維持を期待しています。また同日、陸地化を防ぐための湿地回復作業も実施し

ました。多様な環境を維持することで生物多様性保護に取り組んでいます。 

・11 月下旬に連続 11 日間にわたるアメリカザリガニ集中駆除を実施しました  

課題 

・倒木危険度の高いナラ枯れ木・古木・傾斜地に生える木等の事故リスクの回避が課題 

公園内では落下枝や倒木リスクの高い木が増えており、保全作業上のリスクも高くなっています。

ボランティア会員では対処に限界があり、今以上に行政の協力が必要不可欠な状況にあります。 

・ここ数年の厳しい高温環境下（特に猛暑日）での活動方法（保全作業遂行が厳しい状況のため） 

・会員を増やすこと、また現会員における作業参加率を上げること 

参加上 

の案内 

□ 会員・賛助会員募集中          □ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前 小峯

こ み ね

 聡
あきら

      住所 〒214-0039 川崎市多摩区栗谷 4-2-9 

はるひ野里山学校代表 E‐mail；haruhinosatoyamagakko@gmail.com  

連絡先 
同上。 ホームページもご覧ください： 

https://haruhinosatoyama.jimdo.com/   
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 2024年 1 月 

はるひ野里山学校 
 

 
123 名の来園者で賑わいました。あおぞら写真展前では、大勢の方に 

外来植物ヤセウツボ駆除にご協力いただきました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

11/12 田んぼの泥上げと湿地回復
作業 

 

   

 
 

 
12/7 はるひ野小学校 3 年生 ボランティア体験 

アメリカザリガニ駆除と落葉掻き  

 

4/23  春のイベント 
 

「里山散策デー」開催 

 

当団体アドバイザーの作業支援を頂き、長年の間に池の

底に堆積した泥を取り除く作業をしました。私達にとっ

て初の泥上げ作業で、とても貴重な経験となりました。 

泥入りバケツが次々と出来上がります。掬った泥はうわ水

を流したあとに土嚢袋に入れました。分業による流れ作業

で、出来上がった土嚢は一か所に仮置きしました。 

ピックで土嚢数か所に穴をあけ

て、水分が出ていきやすいよう

にしているところです。 

約 280 個の土嚢の出来上がり！

後に半日陰に移動し乾かしリサ

イクル材として活用します。 

湿地の陸地化を防ぐために、局所的にシャベルで

掘り起こして水辺や水路を作りました。 

 タネツケバナと 
ベニシジミ 

アオゲラ  

生き物写真コーナー 

田んぼでケラを食べる 
ハクセキレイ 

シュウメイギク ウツギの花にやってきた 
コマルハナバチのオス 

© はるひ野里山学校 M.K. © はるひ野里山学校 M.K. © はるひ野里山学校 M.K. © はるひ野里山学校 M.K. © はるひ野里山学校 M.K. 
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2024年 1月 18日記 

 

団体名 水辺のある里山を守る会 
活動年数  １５年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数  ４０家族 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 黒川よこみね緑地 （麻生区はるひ野） 

活動日 第２/第４土曜日 ９時半～１２時 （水曜日も活動しています） 

活動を始めた背景 

  私たちが活動している黒川よこみね緑地は、麻生区はるひ野の住宅地に 

隣接する緑地です。湧き水が出る水路や池、それらを取り囲む樹林・竹林 

の斜面地と草地からなる豊かな自然に恵まれた里山です。 

 水辺があることにより多くの昆虫、魚、カエルなどの生き物や山野草が 

生息し、アオサギ、カルガモ、カワセミなどの野鳥も飛来します。 

  これ等の豊かな里山と生き物を守り、多くの人たちに自然に親しんで 

 貰えるよう活動を始めました。 

 

活動内容  

１．湧き水のある水源や池、水路の保全 

２．樹林の間伐と植樹、下草刈り 

３．草地、畔の草刈り、広場や通路の整備 

４．生き物の観察とその生息環境の保全及びモニタリング 

５．アメリカザリガニ等外来種の駆除と希少種の保護  

  

２０１７年より、地域の小学生を対象に、こども自然教室を開き、自然や 

 生き物についての講座、観察、山野草を育てるなどの活動をしています。 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

１． ナラ枯れの被害の調査を行い川崎市に提出、被害木の伐採をお願いし、 

会員で伐採出来ない大径木や斜面の木を３本を伐採して頂きました。 

伐採した跡に、コナラ、クヌギの若木を植樹しています。 

２． こども自然教室は屋外の活動を中心に、続けています。 

課題 
町内会のイベントへの参加等での会員募集で、新会員も増えてきましたが、 

女性会員も含め、更に会員を増やして行くことが課題です。 

参加上 

 の 

案内 

■ 会員募集中                  ■体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前  織野 章   住所 〒215-0036 麻生区はるひ野３－１４－１ 

電話  ０９０－７１８１－３０９０   E-mail  ao150590@gmail.com 

連絡先 
ホームページ:   https://mizube-satoyama.jimdofree.com/ 

Kawasaki.genki365 から検索 → 水辺のある里山を守る会 

mailto:ao150590@gmail.com
https://mizube-satoyama.jimdofree.com/
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2024 年 1 月 

水辺のある里山を守る会 活動状況 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

こども自然教室の観察会 

 
 

こども達とクリスマスリ―ス作り 

 

ノハナショウブの苗植え 

はるひ野小学校の野外授業協力 
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 2024年 1月 18 日記 

 

 

 

団体名 黒川 里楽塾 
活動年数 11年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 10名 

  

  

 

 

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区黒川字明坪・黒川明坪緑の保全地域 

活動日 毎月木曜日(主として第 2、第 4) 

活動を始めた背景と活動内容、その他 
 
１、 緑の保全活動に関わる期待、興味・関心があった。 

平成 23、24 年度 2 年間の農地課主催研修会を修了したことで、実践的

な活動の場が与えられ、またチームワークが出来た。 

２、 樹木の伐採、下草の刈払い、竹林間伐、落ち葉を利用し堆肥作り。 

   及び、無農薬野菜の生産など、四季を通じて農と里山保全に関わる。 

３、 新たに梅、柿、ブルーベリーなど果樹の栽培に挑戦。 

４、 通路、階段の新設と高木伐採により里山エリアの保全。 

５、 畑の復元・シイタケ栽培 

６、 異常台風や豪雨、地震に因る崖崩れ等の自然災害への心構えと対処。 

７、 地元農家さんとの交流により多くのものを得ることが出来た。 

８、 稼働の減少に対応し新規参加者獲得が急務。それには、メンバーによる口

コミと他団体との連携、活動内容の発信が功奏。 

2023 

年度 

トピックス 

◎ 域内のナラ枯れを年を超えて伐採を継続。 

次年度以降も対応。 

課 題 
◎ 黒川地区の魅力を掘り下げ発信すること。 

◎ 保全作業の維持継続のための人材確保 

参加上 

 の 

案内 

１、  会員募集中   ２、体験参加歓迎（受入れ態勢あり） ３、寄付金受付 

興味のある方は下記連絡先へ問い合わせ下さい。 

代表者 名前 小川 清    

代表代行

連絡先 

名前 小穴 誠  住所 〒21５-0023 川崎市麻生区片平１-３-25-307              

電話 070-5011-6597 E‐mail oana3ariake@yahoo.ne.jp            

mailto:oana3ariake@yahoo.ne.jp
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里楽塾 2024年 1月 
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2024年 1月 

  

施設名 

社会福祉法人セイワ 

川崎授産学園 

活動年

 

42 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 

入所５０名 

通所 65 名 

グループホーム１６名 

   

   

  活 

   

  動 

   

  紹 

  

 介 

 

活動場所 下記の住所地 川崎授産学園内 

○川崎授産学園は、豊かな自然に恵まれた障害者支援施設です。入所施設や通所施設、グ

ループホームなどを利用しながら、豊かな自然や広い敷地を利用した様々な作業を行っ

ております。裏山の森の中で栽培しているしいたけや、地域の方々に支えられながら腐

葉土も作っております。腐葉土は地域住民の方からの問い合わせの多い商品となり、ご

希望される方には配達も行っております(平日のみ・配達エリアは麻生区と多摩区。販売

期間は例年 2 月～５月位まで)。その他、編み物製品、香り袋等の手工芸も多様に揃えて

おります。 

○川崎市の委託によって実施している市民交流事業では、地域の皆さんに学園を訪れて 

頂き、障害や福祉について知っていただくために各種講

座やイベントを実施しており、地域福祉拠点施設として

多くの皆様にご来園いただきたいと思っております。 

〇ボランティアの受入れも積極的に行っております。 

※川崎授産学園では、施設の老朽化により令和５年 

１１月より全面建て替え工事を行っています。 

  

≪作業内容の一部を紹介します≫ 

 

 

 

 

  シイタケの栽培       自然豊かな学園裏山での腐葉土作業  
 

≪作業製品の一部を紹介します≫  

 

 

 

 

    腐葉土     手編みのマフラー   手作りハガキ  ラベンダーの香り袋 
 

≪イベントの一部紹介≫ 

                            

 

 

      年 4 回開催の天体観望会          親子手話体験教室 

建て替え前の学園外観 



- 11 - 

授産学園 

 

活 

動 

紹 

介 

✧市民交流事業は、年間を通して地域向け講座やイベントを実施しております。 

感染対策を継続しながらイベントを行っております。詳細はホームページでご確認ください。 

 

＜年間＞ 

◇天体観望会（天体ドームで観望できます→） 

・年 4 回実施しています。 

 ・開催日はホームページをご覧ください。 

＜不定期＞ 

◇コーラス講座 ※開催時期未定 

◇障害者支援講座（ボランティア養成講座、親子手話・親子点字体験教室） 

◇チャレンジボランティア（川崎市社会福祉協議会等関係機関と共催事業） 

 

＜学園全体＞◇ふれあい秋祭り ◇交流会 ◇草刈り ◇クリスマス会など 

 

✧『ログショップゆめ』『喫茶処ゆめ』 

・川崎授産学園内で作っているお菓子の販売。 

(ルシアンクッキー・シフォンケーキ各 100 円)  

・地域のとれたて野菜(月・木曜日仕入れ)・新鮮卵(月曜日仕入)等の販売をしています。 

・『喫茶処ゆめ』（川崎授産学園内）で淹れたてのコーヒーや自家製お菓子、軽食を 

お楽しみいただけます。 

営業時間『ログショップゆめ』※12:00～13:00 休憩 

月～金曜日 10:00～15:30 

 『喫茶処ゆめ』 

月・木・金 10:00～12:00     ルシアンクッキー 

      13:00～15:00 

※土・日・祝日・年末年始はお休みとなっております。       シフォンケーキ 

※喫茶処ゆめをご利用の方は事前にご予約お願いします。 

課題 

・川崎授産学園敷地内のナラ枯れ         ・施設の老朽化   

・風水害における倒木のおそれのある樹木の伐採  ・感染症の感染対策 

                        ・利用者の高齢化 

参加上 

の 

案内 

ホームページやチラシなど。施設見学や活動、ご利用者付添い等様々なボランティアを 

随時募集しております。下記までお問い合わせください。 

川崎授産学園では、現在、建て替え工事を行っております。駐車場も大幅に制限させて 

いただいております。ご来園の際はご一報いただけますと幸いです。 

代表者 

社会福祉法人セイワ 川崎授産学園  学園長 横山 裕一            

住所 〒 215-0001 麻生区細山 1209 

Tel044-954-5011  Fax044-954-6463   

Email info@seiwa-gakuen.jp 

<交通>小田急線新百合ケ丘駅より小田急バス 4 番のりば「千代ケ丘行」または 

「よみうりランド行」にて「千代ヶ丘」下車徒歩 10 分。 

mailto:info@seiwa-gakuen.jp
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 2024年 1月 15日 記 

団体名 多摩美みどりの会 
活動年数 43 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 28 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 多摩美ふれあいの森、日本タンポポ園、野草園 

活動日 作業日：毎月第 2 日曜日 予備日：毎月第 4 日業日 

【活動を始めた背景】 

1980 年から多摩美周辺の里山や自然を守る運動を続け、川崎市および地権者の 

理解・協力を得て、多摩美ふれあいの森周辺の保全・管理を行っています。自然を 

楽しむイベントや山野草の観察会などを開催し、隣接する麻生区市民健康の森とは 

基本構想段階から積極的に参加・協力をしています。 

 

【活動内容】 

① 日本たんぽぽ園・野草園の草刈り、保全管理。多摩美ふれあいの森の保全と 

清掃。活動場所への植樹。近年、整備の成果として自生のヤマユリが復活 

①  小中学校などの自然観察・体験学習などへの協力 

②  秋の七草など季節の様々な草花の育成、その楽しみの情報提供  

③  里山フォーラム in 麻生に第 1 回から出展  
④  たまにわカフェにて、森のリース作り体験会を実施  

⑤  麻生区市民健康の森と協力し、里山作業体験会を実施 

⑥  川崎市公園緑地協会「緑のカーテン大作戦（ゴーヤ）」に参加  
⑦  川崎市公園緑地協会「寄せ植え講習会」に参加 

 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

① 他の自然保護団体と、保全作業の連携や協力を実施 

② 町会有志と協力して、たまにわカフェを開催し周辺住民との交流会（森のリー

ス作りなど）を実施、 

③ 緑のカーテン大作戦（ゴーヤ）に協力し苗を配布 

④ 保全をしながら、自然をみんなで楽しめる場作りとして、誰でも休憩できる場 
所を園内に継続して整備 

課題 

① 地域の自然環境の恒久的な保全。その為の地権者との協力・友好関係の持続。 
周辺住民の活動参加と合意づくり。市民健康の森・こもれびの会との連携 

② 会員および活動参加者の拡大。若い家族の継続的参加など 

③ 日常の保全作業のなかに、自然をもっと楽しむ活動を取り入れて充実させる 

参加上 

 の 

案内 

☑ 会員募集中               ☑ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

☑ 寄付金の受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前 菊池一雄 住所 〒215-0002 川崎市麻生区多摩美２－２－７  
電話／FAX 044-966-3620  E‐mail kaz.ne74@gmail.com 

連絡先 
名前 小田桐浩 住所 〒215-0003 川崎市麻生区高石 3-34-2-212 
電話／FAX 044-966-7941  E‐mail h_odag@yahoo.co.jp 
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 2024年 1 月 23 日 記 

団体名 麻生多摩美の森の会 
活動年数 23 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数  41 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区市民健康の森（麻生鳥のさえずり公園）麻生区多摩美 2 丁目 22 番地 

活動日 毎月 第 1 土曜日、第 3 日曜日。予備日として第 2、第 4 水曜日 

【活動を始めた背景】 

 当会は 1997 年 3 月に川崎市が「かわさき健康都市」宣言を記念して「市民健康の森

構想」を発表し、麻生区市民健康の森構想委員会、構想推進委員会等を経て 2004 年 4

月、設立総会を開催し麻生区市民健康の森の別称を「麻生多摩美の森の会」とし本格的な

活動を開始しました。会の活動は「麻生区市民健康の森推進計画」「総会」「月 1 回の幹事

会」などで協議、決定した計画に基づいて活動をしています。 

【活動内容】 

 里山の自然環境の保全活動を重点に活動しています。 

多摩美みどりの会と連携し西生田小学校 2 年生との交流活動、麻生プレーパークを創る

会、たまみこども会、ふじのき台子供会、みらいっ子供保育園、高石保育園保護者協議会、

森の展覧会など近隣団体との交流し若い世代が多摩美の森で緑を楽しんでいます。  

特に最近、天気の良い日は近隣家族の散歩、10 名前後のツアーの休憩所などで利用す

る方が多く安全で安心出来る場所・環境づくりを心掛けていますが更に近隣団体との 

交流を活発化します。 

2023 

年度の 

ト ピ ッ

クス 

■多摩美みどりの会、近隣の子供会との協賛で「春の作業体験会」を開催（86 名参加） 

 里芋の植付け、椎茸の駒打ち、葉っぱでお面作りなど楽しい体験会でした。 

■多摩美みどりの会、麻生プレーパークを創る会、近隣子供会との協賛で「秋の作業体験

会」を開催（78 名参加）、植樹、里芋・さつま芋堀、焼き芋作りを体験しました。 

課題 

■会員の高齢化、新規会員が少なく活動範囲が狭まるのが心配。 

■会の歴史と共に樹木が大きくなりすぎ、広場や畑の日当たりが悪くなった。 

又、雨風が強い時は枯れ枝となって落下して危い。危険防止の為にも対策が必要。 

参加上 

 の 

案内 

☑会員募集中                  ☑体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

☑寄付金の受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前 勝田 佳代子 住所 〒215-0002 川崎市麻生区多摩美 2-4-8  

電話/ 044-966-7409  Email ametsuchinokokoroara@tiara.ocn.ne.jp 

連絡先 

名前 小田桐 浩  住所 〒215-0003 川崎市麻生区高石 3-34-2-212 

電話/FAX 044-966-7941  E‐mail  h_odag@yahoo.co.jp 

    詳しくは HP を参照下さい。 

mailto:h_odag@yahoo.co
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 2024年 1月 25日 記 

団体名 高石みどりの会 
活動年数 8 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 １５名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 高石特別緑地（川崎市麻生区高石五丁目 2） 

活動日 毎月第３日曜日（６～9 月は別に作業日を追加） 

＜活動を始めた背景＞ 

 高石特別緑地として行政が確保、2009 年に 150 万本植樹の一環で植樹祭が行わ

れた。その後、手入れがなされずに鬱蒼たる雑木林に。 

 2015 年川崎市公園緑地協会の支援を得て、緑に関心のある地域の有志が集まり

「高石みどりの会」を立ち上げ。 

 里山保全活動を行い、近隣住民や会員同士の交流も深めてきた。 

＜活動内容＞ 

 里山保全活動 

活動開始から 4 年間は、一面に繁茂していた「クズ」との戦いだった。その後、密植

されていた「コナラ」などの間伐、下草刈り、歩道メンテなど実施。 

随時、観察や学習会を実施している。 

 子どもの健全育成と地域住民との交流 

2016 年に自然観察会、冬支度に入った里山観察と「クズ」を使った「リースづくり」イ

ベントなど開催、その後、年 2 回ほどのイベントを行ってきた。 

 2023 年 8 月から公園愛護会に参加、高石みどりの会に隣接する公園の清掃を行っ

ている。また 2023 年 12 月から高石特別緑地の開放を始めている。 

 作業日の記録や、イベント結果は、OneDrive に保存、情報共有している。 

 毎年春に総会を開催、どのような里山にするか討議するとともに、年間計画を立

案、それに従い活動している。 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

 間伐により下草に光が入るようになり、眠っていた野草/スミレ、キンラン、ジュウニ

ヒトエ、ムサシアブミなどがみられるようになったことは嬉しい。 

 行政の予算で、斜面の最上段と中段に遊歩道が造成された。いずれ一般の人も安

心して散歩が楽しめるようになるだろう。 

 2023 年 8 月から公園愛護会に参加、高石みどりの会に隣接する公園の清掃を行っ

ている。また 2023 年 12 月から高石特別緑地の開放を始めている。 

 作業日の看板を見て、近隣の人たちの見学が増えてきている。 

課題 

 参加メンバーが少なく、イベント開催の方に手が回らない。 

 作業用機材の保管庫が小さく、もっと容量の大きい保管庫にしたい。 

 高さ 20ｍのケヤキが 4 本密接しており、一部伐採したいがどこかに依頼したい。 

参加の

案内 

☑ 会員募集中              ☑ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前 飛永 秀樹       住所 〒215-0011 川崎市麻生区百合丘 3-12-1-CW101 

電話 044-328-9913    E‐mail  gfb02503@nifty.com 

連絡先 
名前 大塚 葉子        

電話  090-9153-9083   E‐mail   vem11350@nifty.com 
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2024 年 1 月 

施設名 
社会福祉法人はぐるまの会 

はぐるま稗原農園 
活動年数 はぐるまの会設立から 39 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 はぐるまの会全体で利用者 54

   

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 

はぐるま稗原農園  宮前区水沢２－１０－２  
農作業  宮前区水沢・麻生区早野の各農地 

※尻手黒川道沿い、宮前区市民健康の森「水沢の森」の近くです 

活動日 月曜～金曜  ９：００～１５：００ 

 

 

 

 

 

 

はぐるまの会は、２つの作業所（①農作業 ②縫製・草木染・パン等製造・かふぇ）と、

9 ヶ所のグループホームを運営しています。1 年を通して登山合宿、マラソン大会などの

行事に楽しく取り組み、秋には地域への感謝を込めた農園収穫祭を実施しています。 
はぐるま稗原農園では、年間を通して農作業を行っています。地域の皆様に安心して食

べてもらえるよう、農薬を使わず、協力団体等から提供いただく「生ごみたい肥」や、自

家製堆肥などをできる限り多く使用して、健康で美味しい野菜づくりを実践しています。

また、麻生区早野にある「はぐるまハーブ園」では、新たな名産品「かわさきハーブソー

セージ」、「はーぶこーでぃある」用のハーブの大規模な栽培もおこなっています。 
＊畑での作業は、「自然の過酷さ」と「食べ物の生まれる瞬間を目の当たりにする感動」

を同時に体験できる素晴らしいものです。当初の目的は障害の重い方の為の情緒安定の

場（園芸療法として役割）としての位置付けでしたが、障害の程度に関係なく、力いっぱ

い働く喜びを体感できる農作業は、現在では無くてはならない仲間たちの社会参加の手

段、誇れる仕事となりました。 
 

2023 

年度の 

トピッ 

クス 

2022 年から早野地区で新たに 600 坪の農地を借り受けることができました。利用者の方々が

より農業活動へ積極的に関われる形を模索していきます。2023 年度は近隣の東柿生小の 5 年

生の子供たちと小麦の収穫を共働する機会をいただきました。初めての小麦栽培では新たな

学びを得ることができました。継続できる栽培の取組は続けていきたいと考えています。 

課題 

知的に障害をもつ方々が継続できる農業の在り方を検討し.2024 年度は実践をしていき

たいと考えています。ハーブソーセージ等の加工品の原料となる生産物を作り続け、農作

業に関係したもので工賃が補償できるよう努力中です。 

連絡先 

社会福祉法人はぐるまの会 はぐるま稗原農園（名称がはぐるま工房から変更しました）  

E‐mail  koubou@hagurumano-kai.com  ℡＆Fax 044-920-9411  責任者 新井 

法人本部：（社福）はぐるまの会 多摩区菅馬場 1-19-24（住所変更しました） 
℡＆Fax 044（946）1308  

はぐるまの会は、養護学校を卒業した青年・成人期の主に知

的に障害をもつ仲間たち（利用者さん）が、力いっぱい働く

ための作業所と生まれ育った地域でずっと暮らしていくた

めのグループホームを運営している社会福祉法人です。 
川崎市立稲田中学校の元教員たちが中心となり設立をしま

した。今年で創立 39 年を迎えます。（1983 年～） 
 

毎週、月・木曜日 9：00～12：00 にお手伝いをいただける農業ボランティアさんを大募集中です！ 
現在、地権者さんのご厚意により、現在約 500 坪の農地を活用させていただきながら、安全・安心な美味

しい野菜＆ハーブ栽培を実践中です。是非、はぐるま稗原農園＆早野ハーブ園へお立ち寄りください！ 

mailto:koubou@hagurumano-kai.com
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多摩丘陵のまち麻生の凸凹を地図で見てみよう。 

アジア航測株式会社制作 川崎市の赤色立体地図（区民まつりなどで配布されていたもの）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

麻生区の赤色立体地図 提供：アジア航測株式会社 国土地理院発行基盤地図情報を用いて作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川崎市麻生区のハザードマップに川の名前を大きく入れてみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三沢川 
五反田川 

平瀬川 片平川 

早野川 

真福寺川 

 

麻生川 

黒須田川 

真光寺川 

鶴見川 
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2024年 2月 1日 記 

団体名 麻生プレーパークを創る会 
活動年数 17 年 

メンバー数 世話人 10 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 万福寺さとやま公園 体験広場／多摩美の森（麻生区市民健康の森） 

活動日 

第 1・3土曜日 10：00～17：00 プレーパーク開催 

万福寺さとやま公園を中心に、年に４～5回多摩美の森でも開催しています。 開

催日はチラシや X（旧 Twitter）をご確認ください。 

（8月はキャンプ開催のためプレーパークはお休みです） 
 
「麻生区の豊かな自然の中に、子ども達が思い切り遊べる遊び場（プレーパーク）が欲しい！」
と平成 18年 麻生市民館 市民自主企画事業で集まったメンバーで発足しました。 

 プレーパーク（冒険遊び場）とは以下のような場でありたいと活動しています。 

   「自分の責任で自由に遊べる場」 

   「自然の中で、作り替えの要素がある手作りの遊び場」 

   「いつ来ても誰かいる、地域の人たちも集うことのできる場」 

0 歳から 18歳の子どもが対象の遊び場ではありますが、地域の中で地域の人たちと   
ゆるくつながりながら「遊んだりお喋りしたりして過ごせる場」でもありたいと思ってい
ます。遊ぶ子どもたちの傍らに温かい地域の眼差しがあれば！と願いながら活動を続けて
います。 
 

   

 

 

 

 

2023年 

度の 

トピッ 

クス 

 2023年も子どもゆめ基金からの助成と教育委員会の後援を受けて、年に 22回プレーパー

クを開催。開催時には、毎回子どもたちと一緒に公園の清掃を行っています。 

 毎年恒例の「あさぷれキャンプ」を 4 泊 5 日丹波山村で 30 人で寝泊りできる大きなテン

トを張り実施しました。 

課題 

 継続的な活動を続けるために、プレーリーダー（遊びの専門家）を雇用し、消耗品購入のた

めの資金が必要です。次年度も子どもゆめ基金の助成金を申請中ですが、助成受給ができない

年もあり、安定的な活動資金捻出をどうするか、継続的な悩みです。 

 会を運営するスタッフや、子ども達と関わるボランティアスタッフも募集していますが、積

極的に地域の大学や活動でPRしたいと思っています。 

参加上 

 の 

案内 

■運営・ボランティアスタッフ募集中！ 
 子育てや地域の仲間づくりに、一緒に遊び場を創ってくださる方を募集しています。 
 外遊び、子どもとの関わり、自然遊びに興味・経験のある方は是非！！ 
 下記連絡先か、プレーパーク開催時に直接お越しください。 

■寄付、カンパにご協力ください！！！ 
 現在、助成金、寄付、あさぷれキャンプなどの自主事業で活動を続けています。       
 プレーリーダーの人件費、道具や材料代に充てていますので、ご協力をお願いします。  

代表者＆

連絡先 

名前  塚田 五月   住所  川崎市麻生区千代ヶ丘             
電話 090-5588-9320 

プレーパーク開催日は X（旧 Twitter） 「あさぷれ（公式）」で検索 

  

ゆめ基金のプログ

ラムでみんなでゴ

ミ拾いや落ち葉集

めもしました。 

のこぎりや金づちが使える工作 

コーナーはいつも人気です。 
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2024年 1月 

団体名 ふらっと新百合ヶ丘 活動年数 ６年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 ５名とサポート 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 
麻生こども菜園 会場：支え合いファーム（麻生区栗木 3-6-20） 

つながる朝市 会場：カナドコロ（麻生区金程 4-3-1）夏・冬開催予定 
ふらっとリビング 会場：Café&Space L.D.K.（麻生区栗平 2-1-6） 

活動を始めた背景や内容 

麻生こども菜園・・・小規模多機能支え合いのご協力により、小さな菜園で麻生区
に住む約 15家族と野菜を育てています。年２回募集をしており、夏野菜、冬野菜
を作っています。LINEやメールにてお問い合わせください。 
ふらっとリビング・・・多世代交流居場所作りとして、毎月第二水曜の 15時半よ
り栗平で活動。食育ワークショップをして遊んでいます。LINE やホームページで
お問い合わせください。サポートメンバーも募集しています。 

 
農園収穫体験・・・麻生区農家さんの畑へ行って、親子で収穫体験や食事をしてい
ます。2023 年はサツマイモ収穫、茎ブロッコリー畑のお片付けのお手伝い、ブル
ーベリー収穫、冬野菜の収穫体験など。栗平にある栗の木ファームさんにご協力い
ただきました。 

 
つながる朝市・・・金程にあるカナドコロで開催。野菜販売や地元野菜を使ったお
料理の販売。子供が楽しめるワークショップなどを 7月と 12月に開催予定。 

 

課題 
ふらっとリビングでは、食育の一貫で食事やワークショップ活動をしています。ぜ
ひ毎月第二水曜にお料理を作れる方、子どもと遊びたい方を募集しています！ 

参加上 
 の 
案内 

地元の野菜を通して、楽しい活動をしています。 
■ 一緒に活動できるスタッフを募集しています 
興味のある方は下記または右記の LINEへご連絡ください。 →LINE 

連絡先 
名前 中村ふみよ ※ぜひ HPや Facebookで《ふらっと新百合ケ丘》を検索！ 
電話 070-8593-1287 E‐mail： flatshinyuri@gmail.com 
ホームページ   https://shin-yuri.jimdo.com/ 

https://shin-yuri.jimdo.com/


- 19 - 

2024年 1月 

団体名 あさお生
い

きごみ隊 
活動年数 18 年６ヶ月 

会員数 11 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区古沢の堆肥小屋と畑 

活動日 毎週 木 曜日 他 

農家とつなぐ家庭生ごみリサイクル 

●目的 

① 家庭の生ごみを堆肥化し、ごみの減量を推進する。 

② 生ごみ堆肥を農家に提供し、農家との交流により農業への理解を深める。 

③ 生ごみ堆肥で野菜を栽培し、その野菜を食し、生ごみを堆肥とする。 

この資源循環の輪を作りつつ、豊かな自然と農を守る。 

 

●活動内容 

① 農家鈴木宏平さんのご協力により 2005 年活動を開始。家庭でボカシをふりかけ容器に

保管した生ごみを、月に 2 回、鈴木さんの農地に作った堆肥小屋に持ち寄り、種堆肥に

混ぜ合わせる。その後熟成させ、できた堆肥は夏と冬の終わりの年２回に鈴木さんに提

供している。 

② 鈴木さんの畑を借り、できた生ごみ堆肥で野菜を栽培し堆肥の効果を確認。 

③ 2016 年度から、生ごみを直接畑の土に混ぜ熟成させる「土ごと発酵」を行い、その畑

で野菜を栽培し、効果を確認することができている。 

④ 全て無農薬・無化学肥料による。2023 年には、ジャガイモ、タマネギ、ミニトマト、

万願寺トウガラシ、シシトウ、サツマイモ、ミニダイコン等を栽培し、収穫した。 

 

       
 

 

課題 活動の継続と拡大 

参加の

案内 

�会員募集中（家庭の生ごみを運んでくることができる方、野菜栽培に興味がある方） 

�家庭生ごみ堆肥を受け入れます。 関心のある方は下記連絡先へご連絡ください。 

代表者 
 山崎 優 住所〒215 -0006 麻生区金程 1-10-6 

電話 966-4438  FAX 966-4483 

連絡先 
 奥山玲子 住所〒215-0014 麻生区白山 1-2-3-104 

電話 987-7335  FAX 987-7335 

サツマイモ収穫（2023 年 9 月） ミニダイコン（202３年 12 月） 
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